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ま
た
、
十
月
十
一
日
に
は
、
ミ
ュ
ー
カ

ル
が
く
と
館
に
お
い
て
、
第
二
回
新
任
町

内
会
長
研
修
会
を
開
催
し
、
十
八
名
の
新

任
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

第
二
回
の
研
修
会
で
は
、
市
が
発
行
し

て
い
る
「
町
内
会
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

等
を
活
用
し
た
全
体
研
修
の
後
、
四
班
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

高
齢
者
の
支
え
合
い
、
ご
み
問
題
、
集
会

所
積
立
金
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ 

【
組
織
部
会
】 

新
任
町
内
会
長
研
修
会 

各 

部 

会 

活 

動 

報 

告 

 

こ
の
研
修
会
は
、
本
会
役
員
と
新
任
会
長
と
の
意

見
交
換
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
ご
み
問
題
や
未
加
入

者
対
策
、役
員
の
選
出
方
法
や
会
長
の
負
担
軽
減
な

ど
多
く
の
町
内
会
が
共
通
し
て
抱
え
る
悩
み
・
課
題

等
に
つ
い
て
、
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
同
じ
よ
う
な
問
題
点
を
共
有

で
き
、
他
の
町
内
会
長
や
先
輩
会
長
の
意
見
が
参
考

に
な
っ
た
」
と
満
足
の
声
が
あ
が
っ
た
一
方
、「
発

言
者
や
内
容
が
偏
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
課
題
も
出
さ

れ
ま
し
た
。 

【
環
境
部
会
】 

ご
み
処
理
施
設
見
学
ツ
ア
ー 

環
境
部
会
に
お
い
て
は
、
十
月

十
一
日
の
新
任
町
内
会
長
研
修
会

に
合
わ
せ
て
、
富
久
山
３
Ｒ
セ
ン

タ
ー(

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー)

へ
の

施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

郡
山
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年

の
震
災
以
降
、
ご
み
の
量
が
激
増

し
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
減 

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
、
震
災
以
前
と
比
べ
る
と
一
割
程
度
多

い
状
況
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 
今
回
の
施
設
見
学
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減
量
や
分
別
に
取
り
組
む
意

義
を
改
め
て
学
び
、
環
境
へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。 

れ
ま
で
お
よ
そ
半
年
の
経
験
を
踏
ま
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

組
織
部
会
で
は
、
六
月
二
十
九
日
（
木
）

に
、
ミ
ュ
ー
カ
ル
が
く
と
館
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
新
任
町
内
会

長
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
会
に
お
い
て
は
、
今
年
度
、
加
入
し

て
い
る
三
百
十
七
の
町
内
会
の
う
ち
百

二
の
町
内
会
長
が
変
更
と
な
り
、
こ
の
第

一
回
の
研
修
会
に
は
、
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
行
わ
れ
た
第
一
部
に
二
十
五
名
、
午

後
六
時
か
ら
行
わ
れ
た
第
二
部
に
十
六

名
の
新
任
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 



 

○
総
務
部
会 

部
会
長 

 

柳
沼 

愑(

大
島) 

副
部
会
長 

藤
橋
定
行(

桑
野) 

○
組
織
部
会 

部
会
長 

 

関
本
賢
治(

大
槻
中
央) 

副
会
部
長 

渡
部
奎
吾(

希
望
ヶ
丘) 

○
環
境
部
会 

部
会
長 

 

増
子
哲
也(

東
部) 

副
部
会
長 

山
崎
五
郎(

菜
根) 

○
社
会
部
会 

部
会
長 

 

佐
久
間
清
一(

大
槻
中
央) 

副
部
会
長 

久
保
田
豊
實(

名
倉)  

七
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
一
斉
部
会
に
お

い
て
、
総
務
・
組
織
・
環
境
・
社
会
そ
れ
ぞ
れ

の
部
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
部
の
部

会
長
及
び
副
部
会
長
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
本
会
所
属
の
町
内
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
第
一

回
目
は
、
総
務
部
会
の
柳
沼
部
会
長
が
会
長
を
務
め
る
並
木
町
会
を
紹
介
し
ま
す
。 

○
町
内
会
の
概
要 

並
木
町
会
は
、
昭
和
十
八
年
に
隣
組
と
し
て
誕
生
し
、
昭
和
二
十
一
年
春
に
町
会

と
し
て
結
成
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
現
在
の
西
ノ
内
、
朝
日
を
含
め
た
広
い
範
囲
で

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
九
月
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成
し
、
南
は
う
ね
め
通
り

か
ら
北
は
亀
田
川
・
逢
瀬
川
ま
で
、
東
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
郡
山
並
木
店
の
辺
り
か
ら
、

西
は
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
桑
野
店
の
辺
り
ま
で
に
囲
ま
れ
た
区
域
に
再
編
し
、
現
在
に

至
り
ま
す
。
町
会
の
区
域
は
、
東
西
一
．
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
〇
．
九
メ
ー
ト

ル
に
及
び
、
百
十
五
．
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。
町
会
加
入
世
帯

数
は
約
千
三
百
世
帯
を
超
え
、
単
独
の
町
会
と
し
て
は
郡
山
市
内
最
多
の
世
帯
数
を

抱
え
る
町
内
会
で
す
。 

こ
の
大
き
な
組
織
を
維
持
す
る
秘
訣
は
、
会
長
以
下
十
二
名
の
執
行
部
と
十
四
の

班
の
班
長
と
で
構
成
さ
れ
る
役
員
会
を
毎
月
一
回
開
催
し
て
情
報
共
有
を
密
に
す
る

こ
と
や
、
盆
踊
り
や
町
会
独
自
の
敬
老
会
な
ど
、
毎
年
の
伝
統
行
事
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

○
年
間
活
動
状
況 

 

・
町
会
役
員
会
…
二
月
～
十
二
月
の
毎
月
一
回 

 

・
町
会
内
公
園
五
ヶ
所
清
掃
…
五
月
、
七
月
、
九
月
の
三
回 

 

・
ク
リ
ー
ン
こ
お
り
や
ま
運
動
参
加
…
六
月
、
十
月
の
二
回 

 

・
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動(

逢
瀬
川)

参
加
…
七
月 

 

・
町
会
納
涼
夏
祭
り(

盆
踊
り)

…
八
月 

 

・
町
会
敬
老
会
…
十
月 

 

・
町
会
子
ど
も
祭
り
…
十
月 

 

・
町
会
忘
年
会
…
十
二
月 

・
町
会
定
期
総
会
…
三
月 

○
地
方
自
治
法
施
行
七
十
周
年
記
念
総
務
大
臣

表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
日
に
東
京
都
で
行
わ

れ
、
鈴
木
光
二
会
長(

大
槻
中
央)

が
、
地
方
自
治

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

○
平
成
二
十
九
年
度
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る
団

体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
九

日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
、
宗
像
金
三
副
会
長(

芳

賀)

が
、
町
内
会
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
宗
像
副
会
長
は
、
十
月
一
日
付
け
高

齢
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
も
受
章
し
て
い
ま
す
。 

○
平
成
二
十
九
年
度
郡
山
市
功
労
者
表
彰
式
が
、

九
月
一
日
に
郡
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、
町
内
会
長

と
し
て
の
功
労
者
と
し
て
、
本
会
か
ら
、
佐
久
間

正
幸
さ
ん(

赤
木)
、
郡
司
淳
一
さ
ん(

小
原
田)

、

酒
井
博
之
さ
ん(
開
成)

、
山
崎
五
郎
さ
ん(

菜

根)

、
齋
藤
範
一
さ
ん(
小
原
田)

、
伊
野
實
さ
ん

(

橘)

、
白
石
定
義
さ
ん(

大
槻
中
央)

の
七
名
が
特

別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

町
内
会
活
動
紹
介
～
並
木
町
会
の
紹
介
と
活
動
状
況
～ 

平
成
二
十
九
年
度
役
員
に
つ
い
て 

○
会
計 

佐
藤
幸
男(

芳
賀) 

 

ま
た
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
役
員
の
一
部

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
新
役
員
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

お 

知 

ら 

せ 

子ども祭り 

河川清掃 

敬老会 


